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第
六
十
九
号 

 
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
国
民
の
会 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
七
年
度
総
会
参
加
報
告 

去
る
三
月
十
九
日
、
標
記
総
会
に
愛
知
県
本
部
よ
り
重
冨
亮

会
長
、
鈴
木
直
人
知
多
支
部
長
共
々
参
加
し
た
。
会
場
の
衆

議
院
第
一
議
員
会
館
の
大
会
議
室
は
約
五
百
名
の
参
加
者
で

満
席
と
な
り
、
開
会
前
か
ら
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
冒
頭
の

基
調
提
言
で
は
、
櫻
井
よ
し
こ
氏
（共
同
代
表
）
が
、
内
外
の
情

勢
に
鑑
み
、
憲
法
改
正
の
急
務
と
、
そ
の
た
め
に
は
国
民
世
論

喚
起
が
必
要
と
話
さ
れ
た
。
続
い
て
、
内
田
文
博
氏
（
事
務
総

長
）よ
り
運
動
方
針
（案
）発
表
、
承
認
。
続
い
て
、
各
党
よ
り

憲
法
改
正
へ
の
表
明
が
力
強
く
な
さ
れ
た
。
登
壇
者
は
以
下
の

通
り
。
古
屋
圭
司
氏
（自
民
党
）、
平
沼
赳
夫
氏
（
次
世
代
の

党
）、
渡
辺
周
氏
（民
主
党
）、
馬
場
伸
幸
氏
（
維
新
の
党
）そ
の

後
、
小
川
和
久
氏
（軍
事
ア
ナ
リ
ス
ト
）か
ら
の
提
言
な
ど
が
あ

り
終
了
と
な
っ
た
。
尚
、
当
日
の
午
前
中
は
、
愛
知
県
選
出
の

衆
参
両
議
員
事
務
所
十
六
軒
へ
の
陳
情
活
動
を
行
っ
た
。
唯
一
、

藤
川
政
人
氏
（参
議
院
議
員
）本
人
と
面
談
が
叶
い
、
趣
旨
説

明
を
直
接
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
幸
い
だ
っ
た
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

（愛
知
県
本
部
事
務
局
長 

服
部
守
孝
） 

報
告
・名
古
屋
東
部
支
部 

第
十
八
回 

 
 
 

勉
強
会
、
街
宣
・署
名
活
動
実
施
！ 

北
名
古
屋
市
に
お
け
る
外
国
人
に
対
す
る
生
活
保
護
支
給 

三
月
四
日(

水
）は
北
名
古
屋
市
市
議
会
一
般
質
問
の
日
で
あ
り
ま
し
た
。
私
の
質
問
は
『
北

名
古
屋
市
に
お
け
る
外
国
人
に
対
す
る
生
活
保
護
支
給
』に
つ
い
て
で
す
。
質
問
内
容
を
読

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
お
分
か
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
外
国
人
に
対
す
る
生
活
保
護
費
の

支
給
は
憲
法
違
反
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
六

年
年
四
月
一
日
現
在
の
数
字
で
北
名
古
屋
市
で
は
十
二
世
帯
十
九
人
も
の
外
国
人
が
支

給
を
受
け
て
い
ま
す
。
（韓
国
・ブ
ラ
ジ
ル
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
台
湾
）昭
和
二
十
九
年
か
ら
人
道
的

支
援
と
い
う
美
し
い
言
葉
（？
）で
ず
っ
と
支
給 

が
続
い
て
い
ま
す
。
福
祉
課
長
の
答
弁
に
よ
れ
ば 

こ
れ
か
ら
先
も
続
け
る
と
い
う
話
で
す
。
ど
う
か 

日
本
会
議
会
員
の
み
な
さ
ま
も
議
会
で
こ
の
よ 

う
な
質
問
を
す
る
よ
う
、
お
住
ま
い
の
自
治
体 

の
地
方
議
員
に
お
願
い
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

日
本
を
良
い
方
向
に
進
め
る
に
は
、
み
な
さ
ん
の 

お
力
が
必
要
で
す
。
非
常
に
分
か
り
や
す
い
質 

問
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
快
刀
乱
麻
を
断
つ
如
く
、 

誰
も
が
聞
い
て
わ
か
る
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま 

す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（西
春
日
井
支
部 

議
員
会
員 

梅
村
真
史
） 

第
一
部
●
開
催
日
時 

三
月
二
十
二
日(

日) 

午
前
九
時
～

午
前
十
一
時
四
十
五
分
●
会
場 

野
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
●
会
費 

五
百
円
●
参
加
者
数 

三
名
【勉
強
会
】テ
ー

マ
：
「憲
法
改
正
論
議
に
関
し
て
」…

今
回
は
最
初
の
憲
法
改

正
の
発
議
と
国
民
投
票
の
実
施
を
来
年
夏
の
参
院
選
後
に
行

わ
れ
る
見
通
し
だ
と
い
う
報
道
を
受
け
、
現
状
の
政
界
で
の
動

き
等
を
資
料
を
元
に
考
え
て
み
ま
し
た
。
私
た
ち
の
想
い
と
し

ま
し
て
は
や
は
り
、
本
丸
で
あ
る
九
条
の
改
正
か
ら
議
論
を
始

め
て
頂
き
た
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
実
際
に
与
党
内
で
は
環

境
・財
政
・非
常
事
態
対
応
な
ど
野
党
か
ら
比
較
的
反
対
が

出
に
く
い
と
こ
ろ
か
ら
の
議
論
に
な
り
そ
う
だ
と
の
事
。
環
境

や
非
常
事
態
対
応
な
ど
は
重
要
事
項
で
あ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま

議
論
を
進
め
て
い
っ
て
頂
き
た
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
財
政
健

全
化
に
つ
い
て
は
今
ま
で
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
内

容
で
し
た
の
で
注
視
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
事
で
意

見
が
ま
と
ま
り
、
ま
た
私
達
と
し
ま
し
て
は
今
ま
で
通
り
九
条

の
改
正
を
中
心
に
訴
え
さ
せ
て
頂
く
事
が
大
切
だ
と
い
う
事

を
確
認
致
し
ま
し
た
。 

第
二
部
●
街
頭
演
説
活
動
●
開
催
日
時 

同
日 

午
後
二
時

～
四
時
●
場
所 

昭
和
区 

御
器
所
交
差
点
南
西
角
地
●
会

費 

無
料
●
参
加
者
数 

七
名
【街
宣
】温
か
い
日
差
し
の
中
、

人
通
り
も
比
較
的
多
い
中
で
街
宣
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
通
り
す
が
り
の
方
に
も
気
に
止
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
分

か
り
や
す
い
言
葉
で
訴
え
さ
せ
て
頂
く
事
が
大
切
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
☆
名
古
屋
東
部
支
部
で
は
自
主
憲
法
制
定
に
関
し
て

街
宣
活
動
に
て
訴
え
て
欲
し
い
内
容
や
支
部
活
動
に
関
す
る

御
意
見
・ア
イ
デ
ア
な
ど
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

メ
ー
ル
（kak

e
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.jp

 

加
藤
貴
之
宛
） 

 
 
 

 
 
 
 
 

（名
古
屋
東
部
支
部 

事
務
局
長 

加
藤
貴
之
） 

【以
下
原
文
】 

議
席
番
号
１
番
、
梅
村
真
史
で
す
。 

北
名
古
屋
市
に
お
け
る
外
国
人
に
対
す
る
生
活
保
護
支
給
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。
厚
生
労
働
商
の
デ
ー
タ
に
よ
り
ま
す
と

平
成
二
十
四
年
度
の
在
留
外
国
人
の
生
活
保
護
世
帯
数
は
四
万
五
千
六
百
三
十
四
世
帯
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

平
成
二
十
年
度
か
ら
は
年
間
約
五
千
世
帯
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
お
り
ま
す
。 

私
は
在
留
外
国
人
へ
の
生
活
保
護
支
給
は
日
本
国
憲
法
第
二
十
五
条
に
お
け
る
「す
べ
て
の
国
民
は
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
営
む
権
利
を
要
す
る
」
と
い
う
理
念
に
反
す
る
と
」
考
え
て
お
り
ま
す
。 

国
籍
別
に
見
ま
す
と
韓
国
・朝
鮮
が
最
多
で
ご
ざ
い
ま
し
て
中
国
・フ
ィ
リ
ピ
ン
・ブ
ラ
ジ
ル
人
も
増
加
傾
向
で
ご
ざ
い
ま
す
・ 

生
活
保
護
の
受
給
に
は
「国
民
」
と
い
う
制
限
が
ご
ざ
い
ま
す
が
昭
和
二
十
九
年
、
旧
厚
生
省
が
外
国
人
も
保
護
対
象
に
す
る
と
の

通
達
を
出
し
、
そ
れ
が
現
在
も
続
て
い
る
と
い
う
現
状
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

生
活
保
護
に
か
か
る
費
用
は
、
四
分
の
一
が
各
市
町
村
の
負
担
で
す
。
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
こ
の
よ
う
な
最
高
裁
に
判

決
に
反
す
る
不
法
行
為
、
つ
ま
り
は
、
外
国
人
に
生
活
保
護
を
支
給
す
る
こ
と
は
と
て
も
納
税
者
で
あ
り
ま
す
市
民
の
理
解
を
得
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
こ
と
自
体
、
な
か
な
か
市
民
の
皆
様
方
に
は
認
識
さ
れ
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。 

移
民
、
外
国
人
問
題
の
先
進
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
、
同
じ
よ
う
に
苦
し
ん
で
い
る
現
状
が
見
て
取
れ
ま
す
。
経
済

的
基
盤
の
弱
い
国
々
か
ら
裕
福
な
国
へ
移
住
し
、
社
会
保
障
費
を
奪
い
取
る
行
為
が
横
行
し
て
い
る
現
状
が
ご
ざ
い
ま
す
。
一
つ
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
崇
高
な
理
想
を
掲
げ
、
そ
れ
に
足
を
引
っ
張
ら
れ
る
姿
は
日
本
も
大
い
に
学
ぶ
べ
き
で
す
。 

答
え
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
２
点
。 

一
点
目
、
現
在
の
北
名
古
屋
市
に
お
け
る
外
国
人
生
活
保
護
支
給
者
世
帯
数
は
何
世
帯
か
。 

二
点
目
、
平
成
二
十
六
年
七
月
の
最
高
裁
判
決
が
出
た
以
降
も
、
外
国
人
に
生
活
保
護
を
支
給
し
て
い
る
の
か
否
か
。 

青
蓮
院
宮
上
ノ
墓
地
、
下
ノ
墓
地
は
一
般

に
は
非
公
開
な
た
め
裏
口
か
ら
の
参
拝
と

な
り
非
常
に
行
き
づ
ら
い
墓
地
で
は
あ
り

ま
す
が
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
陵
墓

で
も
行
き
づ
ら
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
ひ
と
つ
が
第
五
十
三
代
淳
和
天
皇
の
大

原
野
西
嶺
上
陵
で
す
。
京
都
市
か
ら
少
し

大
阪
方
面
に
い
っ
た
向
日
市
の
大
原
野
に

あ
る
小
塩
山
山
頂
に
淳
和
天
皇
陵
は
あ

り
ま
す
。 

 

平
成
十
九
年
、
当
時
単
身
赴
任
で
京
都

駅
付
近
に
住
ん
で
い
た
私
は
レ
ン
タ
カ
ー

を
借
り
て
京
都
市
郊
外
の
天
皇
陵
を
参

拝
し
ま
し
た
。
そ
の
コ
ー
ス
の
中
に
淳
和
天

皇
陵
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
地
図
で
は
山
頂
ま
で
し
っ
か
り
道
路

が
表
示
さ
れ
て
い
た
の
で
当
然
の
よ
う
に

車
で
行
け
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

小
塩
山
を
登
り
始
め
て
し
ば
ら
く
す
る
と

目
の
前
に
閉
ざ
さ
れ
た
ゲ
ー
ト
が
飛
び
込

ん
で
き
ま
し
た
。
な
ん
と
先
に
進
む
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ゲ
ー
ト
の
前
に
車
を
停
め
、

降
り
て
確
認
し
ま
し
た
が
施
錠
さ
れ
て
い

て
開
き
そ
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ゲ
ー
ト

横
の
看
板
に
は
「平
成
十
二
年
よ
り
一
般

車
両
の
通
行
を
禁
止
し
ま
す
。
」
と
あ
り

ま
す
。
歩
け
ば
五
キ
ロ
ほ
ど
あ
る
の
で
往

復
２
時
間
以
上
か
か
り
ま
す
。
看
板
の
主

の
京
都
市
西
京
土
木
事
務
所
の
電
話
番

号
を
調
べ
て
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
。
す
る

と
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
多
い
た
め
に 

 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
三 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■５月３日（日・祝）午前８時開始、９時終了予定。 
■引き続き６月７日（日）午前７時より実施予定。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社屋の
木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨は中
止になりますが疑わしい天気の場合には、現場責任者
の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
★４月５日は、１０名の方が参加していただきました。
雨のため社殿窓枠の拭き掃除をしました。ありがとうご
ざいました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

（１月４日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 

平成二十七年五月  
 

 

事
務
局
日
誌 

（三
月
）  

 
 
 
 
 
 
 

 

服
部
守
孝 

 

新
規
入
会
者
ご
紹
介 

 
 

 
 

（平
成
二
十
七
年
二
月
） 

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

城
田
タ
ツ
子
（正
会
員
） 

 
 
 
※

支
援
会
員
よ
り
移
行 

水
野 

福
一
（正
会
員
） 

 
 
 
※

支
援
会
員
よ
り
移
行 

種
別
順
入
会
日
順
・敬
称
略 

有
縁
の
者
が
集
ま
り
、
和
や
か
な
一
夕

を
過
ご
し
た
。 

二
十
日
（金
）若
宮
八
幡
社
に
竣
工
し

た
「迎
賓
館
」
祝
賀
会
に
、
マ
ン
リ
オ
・カ

デ
ロ
大
使
と
令
夫
人
を
ご
案
内
。
大
使

の
祝
辞
に
続
き
、
令
夫
人
が
真
剣
に
よ

る
居
合
い
を
披
露
。
演
武
中
の
会
場
は

清
冽
な
空
気
に
包
ま
れ
、
終
わ
る
や
万

雷
の
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。 

二
十
五
日
（水
）第
三
回
支
部
長
・実

務
者
合
同
会
議
を
開
催
。
各
支
部
の

活
動
報
告
と
、
平
成
二
十
七
年
度
全

体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
憲
法
改
正
賛
同
署

名
に
つ
き
協
議
し
た
。 

二
十
七
日
（金
）今
春
よ
り
皇
宮
警
察

に
奉
職
す
る
青
年
と
久
し
ぶ
り
に
会
い
、

壮
行
の
宴
を
持
っ
た
。
記
念
に
御
集

「明
治
の
聖
代
」
を
謹
呈
。
若
き
宮
守
に

幸
あ
れ
か
し
。 

三
十
日
（月
）も
う
ひ
と
つ
の
戦
争
展
全

体
会
議
へ
。
チ
ラ
シ
の
検
討
や
、
展
示
内

容
の
打
ち
合
わ
せ
す
る
。
終
戦
七
十
年

の
節
目
と
な
る
本
年
は
、
新
た
に
軍
歌

歌
唱
大
会
を
行
う
案
も
出
さ
れ
た
。 

三
十
一
日
（火
）年
度
末
。
名
古
屋
は

桜
満
開
の
好
天
。
事
務
所
の
ビ
ル
屋
上

で
独
り
花
見
を
し
た
。
つ
い
で
に
宿
直

用
の
布
団
も
干
し
た
。
こ
の
屋
上
は
、

最
近
で
は
珍
し
い
共
用
ス
ペ
ー
ス
な
の
で

あ
る
。 

通
行
禁
止
に
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
な
ん
と

か
山
頂
の
天
皇
陵
ま
で
車
で
行
け
な
い
か

と
詰
め
寄
り
ま
し
た
が
、
宮
内
庁
の
職
員

が
行
く
タ
イ
ミ
ン
グ
で
付
い
て
い
け
ば
と
い

う
提
案
を
さ
れ
た
だ
け
で
し
た
。
ど
う
し

た
も
の
か
と
ゲ
ー
ト
の
前
で
し
ば
ら
く
思

案
し
ま
し
た
。
そ
う
だ
、
こ
の
手
が
あ
る
。

そ
の
日
は
諦
め
て
帰
宅
し
、
後
日
、
レ
ン
タ

カ
ー
屋
さ
ん
で
今
度
は
原
付
バ
イ
ク
を
レ

ン
タ
ル
し
ま
し
た
。
原
付
バ
イ
ク
な
ら
車

体
を
寝
か
せ
れ
ば
ゲ
ー
ト
を
潜
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
す
。
思
惑
通
り
ゲ
ー
ト
を

無
事
突
破
し
淳
和
天
皇
陵
を
参
拝
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。

健
康
の
た
め
に
歩
け
ば
よ
い
の
で
す
が
、
ず

ぼ
ら
な
私
は
不
法
行
為
を
働
く
こ
と
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

「
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
愛
知
県
民
の
会
」設
立
大
会 

日 

時 

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
七
日
（水
） 

午
後
二
時
開
会
～
四
時
閉
会 

会 

場 

熱
田
神
宮
会
館 

次 

第 

第
一
部 
 

設
立
大
会 

 
 
 
 

 
 

第
二
部 

 

記
念
講
演 

舞
の
海
秀
平
氏
（大
相
撲
解
説
者
） 

参
加
費 

無
料 

 
 

 

運
動
方
針 

 
 

 

○
憲
法
改
正
に
向
け
た
各
種
啓
発
活
動 

 

○
賛
同
署
名
（愛
知
県
目
標
三
〇
万
）  

 

○
県
内
市
町
村
の
議
会
決
議
の
推
進 

 

○
県
内
市
町
村
の
憲
法
改
正
集
会
開
催 

※

入
場
に
際
し
、
整
理
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
の

上
、 

日
本
会
議
愛
知
県
本
部
宛
て
に
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

後
日
、
整
理
券
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。 

一
日
（日
）第
六
十
六
回
愛
知
縣
護
國

神
社
清
掃
奉
仕
。
そ
の
後
、
南
部
ふ
み
ひ

ろ
後
援
会
事
務
所
開
所
式
へ
。
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
一
五
〇
名
の
支
援
者
が
集
ま

り
盛
況
と
な
っ
た
。 

五
日
（木
）「美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く

る
愛
知
県
民
の
会
」
チ
ラ
シ
を
本
会
会

員
の
加
藤
千
洋
さ
ん
に
作
成
依
頼
。
い
つ

も
素
晴
ら
し
い
チ
ラ
シ
を
デ
ザ
イ
ン
い
た

だ
き
感
謝
。 

七
日
（土
）守
山
区
内
を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
。

こ
こ
に
居
を
構
え
て
二
十
六
年
に
な
る
が
、

一
本
路
地
を
入
る
と
新
し
い
発
見
が
あ

る
。 

八
日
（日
）浅
井
日
出
雄
先
生
（
元
名
古

屋
市
会
議
員
）叙
勲
祝
賀
会
へ
。
各
界
名

士
の
お
歴
々
が
大
勢
参
加
さ
れ
て
い
た
。

顔
見
知
り
の
議
員
も
多
く
、
ご
挨
拶
申

し
上
げ
る
。 

十
日
（火
）雪
の
舞
う
中
を
今
日
も
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
。
今
日
は
、
事
務
局
の
松
川
秀

康
さ
ん
や
、
中
支
部
の
竹
内
詩
織
さ
ん

も
手
伝
い
に
来
て
下
さ
っ
た
。 

十
三
日
（金
）来
客
応
対
。
お
昼
で
も…

と
誘
わ
れ
、
近
く
の
老
舗
う
な
ぎ
店
へ
。

い
つ
か
は
家
族
揃
っ
て
食
べ
に
来
た
い
と
、

切
に
思
う
。 

十
九
日
（木
）上
京
。
午
前
は
、
愛
知
県

選
出
国
会
議
員
へ
の
陳
情
訪
問
。
午
後
の

「美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
国
民
の

会
」
総
会
に
は
、
重
冨
亮
会
長
、
鈴
木
直

人
知
多
支
部
長
も
参
加
さ
れ
た
。
と
ん

ぼ
返
り
で
名
古
屋
に
帰
り
、
サ
ン
マ
リ
ノ

共
和
国
の
マ
ン
リ
オ
・カ
デ
ロ
大
使
と
令

夫
人
を
お
迎
え
し
、
歓
迎
会
を
開
く
。 

 
 

行
事
予
定 

西
春
日
井
支
部
定
例
会 

 

五
月
十
四
日
（木
） 

 
 
 

 
 
 
 
 

十
八
時
半
～
二
十
時 

 

憲
法
改
正
署
名
推
進
に
つ
い
て 

 

場
所 

西
春
駅
前
公
会
堂 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

一
階
会
議
室 

 
 
 

 
 

北
名
古
屋
市
九
之
坪 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

南
町
18
番
地 

 
 
 

 

名
鉄
犬
山
線
「西
春
駅
」 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

西
口
か
ら
徒
歩
一
分 

 

会
費 

五
百
円 

名
古
屋
東
部
支
部
五
月
定
例
会 

 

五
月
二
十
四
日(

日) 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

十
時
半
～
十
二
時
半 

 

勉
強
会 

 
 

テ
ー
マ
【自
主
憲
法
制
定
街
宣
演
習
】 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

座
長･

江
﨑
雅
博 

 

 

場
所 

昭
和
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

第
一
集
会
室 

 
 

会
費
五
百
円 

 

十
三
時
半
～
十
五
時
半 

 

街
宣
・テ
ー
マ
【自
主
憲
法
制
定
】 

 

場
所 

御
器
所
交
差
点
周
辺 

 

会
費
無
料 

第
十
一
回
愛
知
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 
 
 

 

「
憲
法
改
正
待
っ
た
な
し
！
」 

【第
一
部
】全
国
一
斉
ラ
イ
ブ
中
継 

 

櫻
井
よ
し
こ
氏 

 
 
 

 
 
 
 

基
調
講
演
（東
京
会
場
） 

【第
二
部
】 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

黒
田
裕
樹
氏 

（高
校
歴
史
教
師
） 

 

南
部
文
宏
氏
（愛
知
県
議
会
議
員
）） 

 

森
垣
雅
夫
氏
（正
し
い
歴
史
を 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

伝
え
る
会
理
事
） 

日
時 

平
成
二
十
七
年
五
月
三
日
（日
）  

 
 

午
後
一
時
開
場 

 

午
後
一
時
半
開
会
～
四
時
閉
会 

会
場 

ア
パ
ホ
テ
ル
名
古
屋 

 
 
 

 
 
 
 
 

錦
エ
ク
セ
レ
ン
ト
四
階
旭 

参
加
費 

千
円 

 

付
近
に
は
上
醍
醐
寺
の
お
堂
が
い
く
つ
も

あ
り
ま
す
。
ふ
も
と
の
下
醍
醐
寺
は
秀
吉

公
が
醍
醐
の
花
見
を
催
し
た
こ
と
で
有
名

で
す
。
ま
た
、
近
く
に
は
、
第
六
十
代
醍

醐
天
皇
の
後
山
科
陵
や
、
第
六
十
一
代

朱
雀
天
皇
の
醍
醐
陵
が
あ
り
ま
す
。
そ
ち

ら
に
は
平
成
十
八
年
十
一
月
に
参
拝
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
つ
か
は
再
び
醍
醐

山
に
上
り
上
醍
醐
陵
を
参
拝
し
た
い
も
の

で
す
が
、
し
ば
ら
く
先
に
な
り
そ
う
で
す
。 

 
 

（愛
知
県
本
部
事
務
局 

松
川
秀
康
） 

京
都
に
は
も
う
一
ヶ
所
難
関
の
陵
墓
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
が
、
醍
醐
山
の
山
頂
付
近

に
あ
る
第
七
十
二
代
白
河
天
皇
皇
后
の

上
醍
醐
陵
で
す
。
私
は
ま
だ
参
拝
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
実
は

五
年
ほ
ど
前
に
醍
醐
山
に
は
登
っ
た
こ
と

が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
頃
は
天
皇
陵
参
拝

の
み
で
、
皇
后
陵
や
皇
族
方
の
お
墓
の
参

拝
ま
で
は
範
囲
を
広
げ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
な
の
で
、
一
時
間
近
く
か
け
て
歩
い
て

登
り
す
ぐ
近
く
ま
で
行
き
な
が
ら
素
通

り
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
醍
醐
山
山
頂 


